
第

一
回

平
成

二
十
六

(
二
〇

一
四
)
年
四
月
十
九
日

「夙
川
と
大
手
前
大
学
」
1

そ
の
創
設
と
関
係
す
る
人
々
の
物
語

1

川

口

宏

海

(か
わ
ぐ
ち
・ひ
ろ
う
み
)

大
手
前
大
学
が
夙
川
の
地
に
開
設
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十

一

(
一
九
六
六
)
年

で
す
。
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
大
手
前
学
園
は
、
大
阪
の
大
手
前

の
地
が
発
祥
で
す
。

な
ぜ
、
大
阪

で
は
な
く
、
夙
川
に
大
学
が
誕
生
し
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
大
手
前
大

学
が
開
設
さ
れ
た
由
来
や
、

こ
れ
に
関
係
す
る
人
々
に
つ
い
て
、
地
域
や
人
々
の
縁

を
通
し
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「夙
川
」
・
「西
宮
」
の
地
に
つ
い
て

夙
川
は
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
南
西
に
位
置
し
、
六
甲
山
麓

の
ご
ろ
ご
ろ
岳
に
源
を

発
し
、
苦
楽
園
、
甲
陽
園
な
ど
を
南
流
し
て
大
阪
湾
に
そ
そ
ぐ
、
約
六
.
九
㎞
の
川

で
す
。
下
流
は
、
天
井
川
と
な
り
、
現
在
は
桜
並
木
が
美
し
く
、
毎
年
桜
見
物
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

こ
の
川
の
界
隈
を
夙
川
と
称
し
ま
す
。
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大
手
前
大
学
は
、
夙
川
の
中
流
域
の
右
岸
に
位
置
し
ま
す
。
こ
こ
は
、
「
森
具
」
村
の

一
部
に
属
し
ま
す
。
次
の
地
図
に

は
、
明
治
七

(
一
八
七
四
)
年
に
敷
設
さ
れ
た
旧
国
鉄
路
線
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
宮
周
辺
に
は
、
農
地
が
広
が

っ

て
い
ま
し
た
。

「
西
宮
」
の
地

は
、
古

く
は

「
務
古

」
、
「
武
庫
」
と

い
い
ま
し
た
。
『
日
本
書
紀
』
神
功
皇

后
摂
政

元
年

条

に
は

む

こ

の

み

な

と

お
し
く
ま

の
み

こ

「務
古
水
門
」
11
湊
が
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
皇
后
が
新
羅
遠
征
の
帰
途
、
忍
熊
王
ら
の
謀
反
に
あ

っ
た
際
、
天
照

や
ま

し

ろ

の
ね

こ

は

や

ま

ひ

め

人
神

の
お
告
げ
が
あ
り
、
天
照
大
神
を
山
背
根
子
の
娘
、
葉
山
媛
に
広
田
の
地
に
ま

つ
ら
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
広
田
神
社

の
縁
起
談
で
す
。
ま
た
、

こ
の
時
、
同
時
に
神
戸
市
に
あ
り
ま
す
生
田
、
長
田
神
社
も
鎮
座
さ
せ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

広
田
神
社
は
、
平
安
時
代
後
期
に
は

「西
宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

〈
藤
原
頼
長

『台
記
』
康
治
元

(
二

四
二
)
年

正
月
十
九
日
条
〉
。
広
田
神
社
は
大
阪
市
の
住
吉
神
社
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
東
に
位
置
す
る
住
吉
大
社
に
対
し
て
西
に
位

置
す
る
た
め
、
「
西
宮
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。

一6一

 

西
宮
戎
神
社
の
成
立

鎌
倉
時
代
の
延
慶
二

(
二
二
〇
九
)
年
の
広
田
社
神
官
供
僧
等
言
上
状

(『
温
古
雑
帳
』
)
に
は
、
「西
宮
最
中
」
の
南
宮

敷
地
内
に

「市
庭
」
が
あ
り
、
津
料

(税
)
を
徴
収
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
南
宮
は
、
広
田
神
社
の
別
宮
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
、
周
辺
に
は
海
産
物
を
納
め
る
た
め
の

「
海
浜
供
御
人
」
が
い
た
と
あ
り
ま
す

(
同
前
状
)
。
そ
の
後
、
南
宮
の
境

内
に
あ
っ
た

一
小
社

「戎
三
郎
殿

(戎
社
)
」
が

「市
庭
」
商
人
か
ら
商
売
の
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
西
宮



神
社
の
中
心
に
取
っ
て
代
わ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

都
市
西
宮
の
成
立

応
安
四

(
=
二
七

一
)
年
に
西
宮
で
発
生
し
た
火
事

で
は
八
〇
〇
戸
が
焼
失
し
た
と
記
録
さ
れ

(『
吉
田
家

日
次
記
』
所
収

『
兼
煕
卿
記
』
十

一
月
二
十
九

日
条
)
、

商
業
が
発
達
し
た
室
町
時
代
後
半
に
は
、
商
業
都
市
と

し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
十
五
世
紀
後
半
に
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
る

『
尺
素
往
来
』
に
は
、
「兵
庫

・
西
宮

之
旨
酒
」
と
あ

っ
て
、
酒
造
業
も
成
立
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

安
土
桃
山
時
代
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
直
轄
領
、
江
戸

幕
府
成
立
後
は
幕
府
領
と
な
り
、
元
和
三

(
一
六

一
八
)

年
に
戸
田
氏
鉄
の
尼
崎
藩
領
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
和

六

(
一
七
六
九
)
年
に
再
び
幕
府
領
と
な
り
、
そ
の
ま

ま
幕
末
を
迎
え
ま
す
。

耀
灘

畷
講
操轟
驚麟1

夙縣 ガ 考
由オ

「京都及大阪」明治19(1886)年 『幕末 ・明治日本国勢地図』

柏書房1983年 に加筆
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阿
波
屋
の
登
場

江
戸
時
代
初
期
の
西
宮
に
は
、
筏
屋

・
檜
物
屋

・
畳
屋

・
桶
屋

・
紺
屋

・
鍛
冶
屋

・
油
屋

・
淡
路
屋
な
ど
の
名
が
み
え
、
多

種
多
様
な
商
人
が

い
ま
し
た

(『
如
意
寺
過
去
帳
』
)
。

大
手
前
大
学
の
福
井
要
理
事
長
の
ご
先
祖
は
、
宮
前
町
に
製
造
所
を
持

つ

「阿
波
屋
」
と
い
う
名
前

の
味
噌
屋
で
し
た
。

言

い
伝
え
で
は
、
宝
暦
元

(
一
七
五

一
)
年
の
創
業
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「阿
波
屋
」
も
こ
の
よ
う
な
商
人
の

一
人

と
し
て
、
西
宮
で
味
噌
作
り
を
始
め
、
成
功
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

守
具
村
と
福
井
家
の
土
地
取
得
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現
在
大
手
前
大
学
が
あ
る
場
所
は
、
江
戸
時
代
に
は

「守

(森
)
具
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
天
保
九

(
一
八
三
八
)
年

「
西
宮
町
石
高
町
数
等
書
上
」
(
『西
宮
市
史
』
)
に
西
宮
の
枝
郷
と
し
て
み
え
ま
す
。

幕
末
ま
で
に
西
宮
町
か
ら
独
立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

福
井
芳
松

(治
兵
衛
、
俳
号
艸
公
)
は
、
西
宮
の
久
保
町
に
屋
敷
を
構
え
、
宮
前
町
の
阿
波
屋
味
噌
製
造
所
を
六
千
坪

に
及
ぶ
大
規
模
な
製
造
所
に
拡
張
を
し
て
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
に
ま
で
販
路
を
広
げ

て
い
ま
し
た
。

人
正
九

(
一
九
二
〇
)
年
に
森
具
村
字
池
ノ
下
と
呼
ば
れ
て
い
た
現
在
の
人
手
前
大
学
の
校
地
を
取
得
し
、
妻
政
江

(俳

号
小
萩
)
と
の
新
婚
生
活
の
た
め
の
別
荘
を
建
て
ま
し
た
。



人
手
前
大
学
校
地

の
現
在
の
地
名
は

「御
茶
家
所
町
」
で
す
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
十
三

(
一
九
三
八
)
年
か
ら
で
す
。
名

前

の
由
来
は
、
西
宮
神
社
と
広
田
神
社
の
神
幸

の
休
み
所
で
あ
る
、
御
茶
屋
所
と
称
す
る
小
社
に
よ
る
、
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
〈
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

『
兵
庫
県
』
昭
和
六
十
三

(
一
九
八
八
)
年
〉

ま
た
、
西
側
に
あ
る
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
郷
免
町
に
属
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
芦
屋
郷
の
直
轄
地
で
、
給
費
に
充
て
る
た

め
、
税
を
免
じ
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
い
ま
す
。
(前
掲
書
)

噌癒
「阿波屋」の看板

鑓

憩

嘗

、
矯
蒼

噸

ズ
獣

レ

ノ
つ
憶/
へ瀞 自
に!、

福井 治兵衛
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福
井
治
兵
衛

(艸
公
)
を
め
ぐ
る
人
々

福
井
治
兵
衛
は
、
実
業
家
で
、
西
宮
市
議
会
議
員

(昭
和
四
-
十
二

(
]
九
二
九
-
三
七
)
年
)
に
も
な
り
ま
し
た
が
、

文
化
人
で
も
あ
り
、
特
に
俳
句
を
得
意
と
し
ま
し
た
。

『海
松

(罫

『〇
二
)
』
(昭
和
四
-
六

(
一
九
二
九
ー
三

一
)
年
、
5
号
ま
で
)
は
、
治
兵
衛
が
刊
行
し
た
文
化
誌
で
す
。
当

時
の
交
流
の
あ

っ
た
文
化
人
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。
ま
た
俳
人
松
瀬
清
々
や
画
家
黒
田
重
太
郎
と
も
交
流
し
、
青
々
が
詠

ん
だ
句

「風
呂
吹
き
や

鰻
の
頭
に
味
噌
と
ろ
り
」
の
句
碑
が
、
大
手
前
大
学
構
内
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

黒
田
重
太
郎
筆

「閑
庭
惜
春
」
は
、
福
井
治
兵
衛
の
家
族
を
描
い
た
も
の
で
す
。
松
瀬
清
々

(
一
八
六
八
-

一
九
三
七
)

は
、
大
阪
市
生
ま
れ
で
、
明
治
二
十
八

(
一
八
九
五
)
年
に
第

一
銀
行
に
入
行
し

『ホ
ト
ト
ギ
ス
』
な
ど
に
投
稿
し
ま
し
た
。

明
治
三
十
二

(
一
八
九
九
)
年
高
浜
虚
子
に
伴
わ
れ
、
正
岡
子
規
を

見
舞

っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
編
集
に
も
関
わ
り

ま
し
た
。
の
ち
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
『宝
船
』
を
創
刊
し
、

編
集
主
幹
を
務
め
ま
し
た
。

黒
田
重
太
郎

(
一
八
八
七
-

一
九
七
〇
)
は
、
大
津
市
生
ま
れ

で
、
は
じ
め
浅
井
忠
に
師
事
、
大
正
十

(
一
九
二

一
)
年

に
再
度

渡
仏
し
た
際
に
は
、
ア
ン
ド
レ

・
ロ
ー
ト
に
師
事
し
て
キ

ュ
ー
ビ
ズ

ム
を
学
び
ま
し
た
。
大
正
十
三

(
一
九
二
四
)
年

に
は
大
阪
に
信

藷

,隊
},、 ギ

匿 ∵'

瀞

-

ー
い

彊
響

-

欝艦蒙
松瀬清々句碑(本 学所蔵)
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濃
橋
洋
画
研
究
所
を
設
立
。
大
正
十
四

(
一
九

二
五
)

年
か
ら

一
時
期
広
田
神
社
前
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四

(
一
九
六
九
)
年
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

西
宮
学
園
の
創
設

第

二
次
世
界
大
戦
の
空
襲

で
、
阿
波
屋

の
味
噌
製

造
所
蔵
は
壊
滅
し
、
再
建
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
昭
和

二
十
四

(
一
九
四
九
)
年
福
井
治

兵
衛
は
、
日
本
初
空
襲
を
行

っ
た
米
軍
ド
ゥ
リ

ッ
ト

ル
爆
撃
機
隊
員

で
捕
虜
第

一
号
で
あ

っ
た
牧
師
ジ

ャ

コ
ブ

・デ

シ
ェ
ー
ザ
師
の
寄
寓
を
機
に
、
邸
宅
の
洋
館

で
各
種
学
校

「ピ

ュ
ア

・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
」
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
年
、
福
井
治
兵
衛

の
息
子
福
井
律
と
藤

井
健
造
の
娘
藤
井
秀
加

(三
奈
子
)
が
結
ば
れ
ま
す
。

翌
年

こ
れ
を
準
学
校
法
人

「
西
宮
学
園
」
と
し
、
昭
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和
三
十
五

(
一
九
六
〇
)
年
ま
で
英
語
科

・
社
会
公
民
科
を
開
設
し
て
、
教
会
の
日
曜
学
校
の
他
、

服
飾

・
バ
レ
エ
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
福
井
秀
加
も
、

こ
こ
で
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
。

英
語

・
タ

イ
プ

・
速
記

・

藤
井
健
造
と
大
手
前
学
園
の
成
立

大
手
前
学
園
を
創
設
し
た
の
は
、
初
代
理
事
長
藤
井
健
造
で
し
た
。

長

大
阪
城
内

の
第
十
五
方
面
軍

・
中
部
軍
管
区
司
令
部
で
陸
軍
大
尉
と
し
て
終

轍
造

戦
を
迎
え
た
藤
井
健
造
は
、
大
阪
城
に
近
い
京
橋
前
之
町
の
旧
陸
軍
将
校
ク
ラ

長
健

ブ
借
行
社
跡
地
に
軍
政
部
の
許
可
を
得
て
女
子
教
育
の
志
を
掲
げ
て
学
び
舎

欝

「大
手
前
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
を
昭
和
二
十

一

(
一
九
四
六
)
年
四
月
に
設
立

獄

し
ま
し
た
。

翌
二
十
二
年
各
種
学
校

「
大
手
前
文
化
学
院
」
と
改
称
し
、
洋
裁
の
ほ
か
、

マ
リ
ー

・
テ
レ
ー
ズ
先
生

の
フ
ラ
ン
ス
語
、

英
文
タ
イ
プ
、
英
会
話
な
ど
先
進
的
な
教
科
を
教
え
ま
し
た
。
昭
和
二
十
四

(
一
九
四
九
)
年
に
は
、
大
阪
市
か
ら
大
手

前
之
町
の

一
〇
〇
坪
ほ
ど
の
土
地
を
払
下
げ
て
も
ら
い
、
移
転
し
ま
す
。
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大
手
前
女
子
学
園
と
短
期
大
学
の
誕
生

昭
和

二
十
六

(
一
九
五

一
)
年
学
校
法
人
大
手
前
女
子
学
園
が
設
立
さ
れ
、

「大
手
前
女
子
短
期
大
学
」
が
誕
生
し
ま
す
。
昭
和
三
十

(
一
九
五
五
)
年
に
は
、

栄
養
士
養
成
施
設
の
指
定
を
受
け
文
化
学
院
栄
養
部
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
現

在
の
栄
養
学
院
専
門
学
校
の
ル
ー
ツ
と
な
り
ま
す
。

昭
和
三
十
五

(
一
九
六
〇
)
年
福
井
治
兵
衛
は
西
宮
学
園
を
解
散
し
、
大
手
前

女
子
学
園
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
地
を
大
手
前
女
子
短
期
大
学
西
宮

分
校
と
し
、
翌
年

こ
こ
に
短
期
大
学
の
寄
宿
舎

「松
荘
寮
」
が
で
き
ま
し
た
。

大
手
前
大
学
の
創
設

昭
和
三
十
九

(
一
九
六
四
)
年
か
ら
、
四
年
制
女
子
大
学
設
立
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
短
期
大
学
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
、
「
家
政
学

部
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
設
置
審
議
会
で
は
、
設
備
が
不

十
分
と
い
う
理
由
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
時
、
審
査
委
員
が
お
茶
を
出
し
て
い
た
藤
井
健
造
の
娘
福
井
秀

雌臨譲誤く
1漂 衡・

　　 ヨ ゴロム リ

施 凡　
}

ギ鰍 濤 9・

大手前之町に新設された文化学院の校舎
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加

(
の
ち
第
二
代
理
事
長
)
に

「あ
な
た
の
ご
専
攻
は
何
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
「英
文
学
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
特

に
中
世
の
英
文
学
ジ

ェ
フ
リ
ー

・
チ
ョ
ー
サ
ー
の
作
品
に
興
味
が
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
の
を
聞
き
、
審
査
委
員
は

「
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
後
継
ぎ
が
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
文
学
部
を
お
考
え
に
な

っ
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
助
言
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
文
学
部

の
設
置
に
変
更
し
、
新
学
長
に
京
都
大
学
か
ら
国
史
学
の
大
家
中
村
直
勝
博
士
を

お
迎
え
し
、
哲
学
科
、
英
米
文
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

、'鋼響.画

一議灘
♂ 議 釜

夕
馬1'

鵡 鰹
俸醗 璽ノ
舞毒

一一一 臨踊 髭 盤 ・

轡
斡

鴛.

福井治兵衛の夙川の自宅敷地の提供

を受け、大手前短期大学の寮が建て

られた

事
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昭
和
四
十

一

宮
崇
仁
殿
下
、

ま
し
た
。

(
一
九
六
六
)
年
四
月
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
大
手
前
女
子
大
学
は
開
学
し
、
翌
年
十

一
月
六
日
、
三
笠

金
井
元
彦
兵
庫
県
知
事
、
辰
馬
龍
雄
西
宮
市
長
ら
を
ご
来
賓
と
し
て
、
華
々
し
く
開
学
式
が
執
り
行
わ
れ

そ
の
後
の
発
展

そ
の
後
、
大
手
前
女
子
大
学
は
、
昭
和
四
十
四

(
一
九
六
九
)
年
に
史
学
科
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
英
文
科
を
英
米

文
学
科
と
改
称
し
ま
す
。
昭
和
五
十

(
一
九
七
五
)
年
に
は
哲
学
科
を
美
学

・美
術
史
学
科
に
改
称
し
ま
す
。

平
成
三

(
一
九
九

一
)
年
に
は
、
大
手
前
女
子
学
園
創
設
者

・
初
代
理
事
長
藤
井
健
造
の
跡
を
継
ぎ
、
福
井
秀
加
が
第

二
代
理
事
長
に
就
任
し
、
翌
年
に
は
日
本
文
化
学
科
が
設
置
さ
れ
、
著
名
な
建
築
家
安
藤
忠
雄
が
設
計
し
た
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
竣
工
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
七

(
一
九
九
五
)
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
大
学
本
館
が
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

時
に
は
在
学
生

・
教
職
員

]
丸
と
な
り
、
復
興
祭

「負
け
る
な
夙
川

大
手
前
も
が
ん
ば
る
」
を
開
催
し
、
復
興
を
誓

い
合

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
平
成
八

(
一
九
九
六
)
年
に
は
、
新
本
館
校
舎
を
竣
工
さ
せ
、
大
学
院
文
学
研
究
科
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
大
手
前
女
子
学
園
創
立
五
十
周
年

・
大
手
前
女
子
大
学
創
立
三
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

平
成
十
二

(
二
〇
〇
〇
)
年
折
か
ら
の
少
子
化
に
対
応
し
、
大
手
前
女
子
学
園
も
男
女
共
学
化
に
踏
み
切
り
ま
す
。
大

手
前
女
子
大
学
も
大
手
前
大
学
と
改
称
し
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
同
時
に
夙
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
学
部
を
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人
文
科
学
部
と
改
称
す
る
と
と
も
に
、
伊
丹
キ
ャ
ン
パ
ス
に
社
会
文
化
学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
新

一
年
生

と
し
て
入
学
し
た
男
子
学
生
は
、
パ
イ
オ

ニ
ア
精
神
に
あ
ふ
れ
た
学
生
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
、
受
け
入

れ
た
先
輩
女
子
学
生
は
、
少
な
か
ら
ぬ
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

平
成
十
六

(
二
〇
〇
四
)
年
に
英
語
文
化
学
科
・
日
本
文
化
学
科
を
交
流
文
化
学
科
と
し
ま
す
。
平
成
十
七

(
二
〇
〇
五
)

年
に
は
、
福
井
有
が
第
三
代
理
事
長
に
就
任
し
、
人
文
科
学
部
美
術
学
科
を
メ
デ
ィ
ア

・
芸
術
学
科
に
改
称
し
て
学
園
創
立

六
十
周
年

・
大
学
創
立
四
十
周
年
を
祝

い
ま
し
た
。

平
成
十
九

(
二
〇
〇
七
)
年
大
学
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
型
教
育
を
柱
と
し
た
総
合
文
化
学
部
、
メ
デ
ィ
ア
・芸
術
学
部
、

現
代
社
会
学
部

の
三
学
部
体
制
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
と
も
に
、
新
図
書
館
メ
デ
ィ
ア

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

O
団
F
が
竣
工
し
ま

し
た
。
O
団
F

は
斬
新
な
設
備
を
備
え
、
第
二
十
五
回
日
本
図
書
館
協
会
建
築
賞

(
二
〇
〇
九
年
)
な
ど
、
各
種
の
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二

(
二
〇

一
〇
)
年

に
は
、
現
代
社
会
学
部
に
通
信
教
育
課
程
を
開
設
し
、
建
学
の
精
神

「°・
日
⊂
O
k

閏
○
力

口
田
」
(生
涯
に
わ
た
る
、
人
生
の
た
め
の
学
び
)
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
手
前
大
学
は
、
時
代
の
要
請

に
応
じ
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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震災で被災した旧本館 平成7(1995)年

復興した新本館 平成8(1996)年
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